
         

 

  

大野城まどかぴあ図書館 

図書館と利用者をつなぐ虹の架け橋  

～図書館情報誌パララ～  

P(People)a(and)r(rainbow)a(and)l(library)a(and) 

 

 

 

贈 り 物 

『やきがしや SUSUCREのプレゼントお菓子』 

下永 恵美／著  河出書房新社 【 U 596.6 ｼ 】 

『手紙にそえる季節の言葉 365日』 

山下 景子／著  朝日新聞出版 【 816.6 ﾔ 】 

贈り手の想いをのせた贈りもの 

さあ、誰におくろうか 

 

手作りのお菓子をもらった時、手間ひまかけて作ってくれた贈り手

の想いに、嬉しさを感じませんか。本書では、組み立て式の汽車や花

束など色んな形・色のクッキーをはじめ、様々なお菓子を紹介してい

ます。少し形がいびつでも、それは手作りならではのご愛敬。さて、

どのお菓子を作りましょう！？ 

昔から手紙には時候の挨拶をそえて、季節感を共有してきました。

季節の挨拶は、相手に届くまでの時間、離れた距離を埋めるための必

要な言葉。今はメールや LINE が普及し、手紙を書くことが減ってき

ましたが、『風光る』季節の中、本書の二十四節気に基づいた季節の

挨拶を使って、手書きの言葉を贈ってみませんか。 

お中元やお歳暮、結婚祝いや出産祝いなど、日本には昔

から大切な人を想って贈りものをする習慣があります。こ

の本は、季節に合わせて 56 個の『贈りもの』を写真とエ

ッセイで紹介しています。ぜひ、贈りものをする時の参考

にしてみてはいかがでしょうか。 

『贈りもの歳時記』 

平松 洋子／著  主婦の友社 【 385.9 ﾋ 】 
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資料を予約する際、シリーズや上・下巻を 

巻号順に受取る設定はできません 
 

   巻号順の申込みは、館内のリクエ 

ストカードまたは電話でできます 
 

 

E メールでの予約連絡の受信や、マイ本棚

（ブックリスト設定）の利用には、各自で  

事前に登録をする必要があります 

 

 

 

 
 

利用を始める前に、各アイコンから 

ログインし、設定を行ってください 

 

ストカードまたは電話でできます 

 

ＷＥＢはココに注意！ 

よくあるご質問１ 

ログインのパスワードがわかりません 

「パスワード」の初期設定は、カード利用者 

ご本人の西暦の生年月日 8桁の数字です。 

例 1984年 1月 8日生→ 19840108 

よくあるご質問２ 

ホームページから予約したはずの本が 

予約できていないのですが…？ 

予約手続きが            を押した 

ところで止まっている可能性があります。 

WEBからの予約は、「予約確認」画面の 

ボタンを押して完了します。 

よくあるご質問３ 

今日予約した本や CDはすぐ借りられる？ 

WEBからの予約で、図書館の棚にある 

資料は、毎日 1回、朝 9時に回収します。 

朝 9時以降の予約分は翌日に確認します。 

お急ぎの場合は電話でご依頼ください。 

よくあるご質問４ 

期限内なのに、期限の延長できない？ 

貸出期限の延長は 1回までです。 

また、予約がある資料も延長できません。 

なお、他に借りている資料が貸出期限切れ 

（延滞）の場合も延長できなくなります。 

よくあるご質問５ 

受取りの連絡が来た予約本をキャンセル 

したいけど、どうしたらいいの？ 

受取りの準備ができた予約資料については 

WEBからのキャンセルや、受取り場所の 

変更はできません。 

カウンターまたは電話でご連絡ください。 

 

この他にも、ご不明な点や 

操作がわからないところがあれば 

気軽に職員へお尋ねください 

ＷＥＢはココが便利！ 

図書館のホームページには、資料の検索や 

予約のほかにも便利な機能があります 

資料の貸出期限を自宅で延長する  

            → ご利用状況参照 

↘ 貸出状況 

↘        
 

*延長が可能な資料は、ボタンを押した日 

から原則 2週間延長できます 

気になる資料を記録する 

*ブックリスト管理から貸出・ 

予約した資料を自動で登録 

する設定ができます 

 
 

 *資料情報に表示される              を 

押すと、手動でも追加できます 

 

ＷＥＢ利用（ホームページ） の 

よくあるご質問集 

 

図
書
館
員
の
つ
ぶ
や
き 

 
 「

コ
ロ
ナ
」
に
よ
る
最
初
の

緊
急
事
態
宣
言
か
ら
早
一

年
。
当
時
雑
誌
は
軒
並
み
休

刊
、
書
籍
は
発
売
未
定
に
な

る
な
ど
様
々
な
混
乱
が
あ

り
ま
し
た
。
未
だ
に
我
慢
の

日
々
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
新
し
い
暮
ら
し
方

の
本
を
は
じ
め
、
可
愛
い
マ

ス
ク
の
作
り
方
、
珠
玉
の
小

説
な
ど
、
頼
り
に
な
る
資
料

が
日
々
図
書
館
に
届
い
て

い
ま
す
。
こ
の
陽
春
は
「
全

集
中
・
読
書
の
呼
吸
」
で
気

疲
れ
を
忘
れ
、
和
や
か
に
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
（
Ｏ
） 



 

 

2月 February    
 

3月 March    

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6   1 2 3 4 5 6 
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新型コロナウイルス感染症予防の

ため中止していたおはなし会を、感

染症対策に考慮し、規模を縮小して

再開しています。なお当面の間は、

施設内の混雑状況を鑑みながら、不

定期で開催します。開催日時は館内

掲示または HPをご確認ください。 

しらべもの 

カウンター 

通 信 しらべものカウンターでは、皆さんの調べもののお手伝いをしています。 

どのようなお手伝いをしているのか、最近寄せられた質問と共にご紹介します。 

鶏ぼっかけについて歴史や成り立ち

を知りたい。 

「ぼっかけ」は、上大利などで昔から食べられている家

庭料理です。鶏肉などをしょうゆ味の鶏がらスープで煮込

み、その汁と具をご飯にかけて食べます。ご飯に「ぶっか

けて」食べることから、「ぼっかけ」と呼ばれています。 

甘納豆の作り方が知りたい。 

・『大野城市史 民俗編』 【CC 014.7 ｵ】   

P443～444にシンボク（親睦）の料理として 

鶏ぼっかけの由来が記載されています。 

・『大野城市の文化財 第 10集 大野城市の 

民俗②』 【CC 210.2 ｵ】 P29 

インターネット端末の利用サービスは 

ありますか？ 

図書館ＨＰでレファレンス 

データベース事例検索が 

利用できるようになりました。

こちらも、ぜひご覧ください。 

 

１

. 

２. 

３. 

・利用者カードをお持ちでない方も利用できます。 

・申請書をしらべものカウンターで記入してください。 

・利用は３０分までです。 

＊ホームページの閲覧のみの利用です。（印刷はできません） 

詳しくはしらべものカウンターにてお尋ねください。 

としょかんおはなし会 

りとる ご案内 

・『豆の事典－その加工と利用』 【619.6 ﾜ】 

P86～87豆の水浸けや煮熟方法・蜜漬け 

などの工程が記載されています。 

・『菓子の事典』 【R 596.6 ｶ】P253～254 

・『すべてがわかる！「豆類」事典』 【616.7 ｽ】 

P116甘納豆の製造工程が記載されています。 

 



 

春
風
に 吹

き
出
し
笑
ふ 

 
 
 

 
 

 

花
も
哉 が

な 松
尾
芭
蕉 

お す す め の 本 

みなさまの作品（イラスト、エッセイ、詩）、書評やパララへの

要望など、お寄せください。郵送または館内のご意見箱へどうぞ。 

（作品返却、掲載予定のお返事はできません）         

 『スーホの白い馬』で知られる赤羽末吉は、絵本に

出てくる道具や服の時代や国に、食い違いがないこ

とに心血を注ぎます。中国ミャオ族の民話絵本『あか

りの花』では、取材旅行の際、石臼が見つからず、帰

りの時間ぎりぎりにやっと見つけて汗だくでスケッチを

し「これで子どもたちに嘘をつかなくてすむ」と言った

といいます。三男の妻によって書かれた本書は、前

半、明治時代末期に東京で生まれ、単身満州へ渡り

戦後引き揚げるまでが書かれています。好きなもの

への執着と誠実でありたいという強い思いが 600ペー

ジ近くある本書の真ん中を貫いています。（Ｋ） 

奈良公園のシカが鹿せんべいに群がる様子は有名

ですが、今では外国人観光客にも人気が高い観光スポ

ットとなっているそうです。人間慣れしているけれどなつ

かない。鹿せんべいをくれなきゃそっぽを向く。そんなナ

ラジカを中心に、どのように人間と共存してきたのか、

古くから生息しているシカたちの様子や地域の人々との

関わりが紹介されています。農地を荒らすシカとの共存

は簡単なことではありません。しかし本書で紹介されて

いる鹿せんべいを食べすぎて行き倒れたシカや信号待

ちをするシカのユニークな姿を見ると一概には憎めな

い。著者の鹿への愛を感じる一冊となっています。(Ｓ) 

ご来館の際は図書を入れるための袋（エコバッグなど）を

ご持参いただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

『
芭
蕉
全
句
集
』よ
り 

『鹿と日本人』 

田中 淳夫／著 

築地書館 

 【 489.8 ﾀ 】 

『絵本画家 赤羽末吉』 

赤羽 茂乃／著 

福音館書店 

【 726.6 ｱ 】 

中学２年の夏、母親と愛知県奥三河に引っ越して

きた潤は過去の出来事から抜け出せず誰に対して

も心を閉ざしていた。奥三河の伝統神楽「花祭り」に

同級生とともに参加することになった潤は、神楽を

通して今まで見えていなかった周りの人々の葛藤に

気づく。「神事を通し、一度は鬼と共に地獄に落ち、

再び赤子として生まれ変わる」花祭りの意味を知っ

た潤の決意の舞と花祭りの熱気を感じる描写がとて

も印象的です。過疎地域の伝統継承の難しさについ

ても考えさせられます。自分の殻に閉じこもっていた

主人公の成長をぜひ見守ってください。（Ａ） 

『花舞う里』 

古内 一絵／著 

講談社 

【 F ﾌﾙ 】 

つどい・ふれあい・はばたく 

大野城まどかぴあ図書

館 公益財団法人大野城まどかぴあ 
816-0934 福岡県大野城市曙町 2 丁目 3 番 1 号 
 TEL 092-586-4010  

http://www.madokapialibrary.jp/ 

モバイルサイトはこちら
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